
2022年
令和４年

[CONTENTS]
●今月の話題･･････････････････ 2
　令和３年・令和４年成人式
●トピックス･･････････････････ 4
　新年を祝う会
　農畜産業の持続的発展に期待して連携協定締結　ほか
●お知らせ････････････････････ 8

●公民館情報･････････････････ 10
　令和３年田子町文化賞・スポーツ賞受賞者決定
●図書館情報･････････････････ 11
　本を読んでみませんか？～心豊かに生涯読書～
●情報スクランブル･･･････････ 12
　学校の話題　上郷小学校　ほか

１月２３日、農業者トレーニングセンターで「町民ふれあいフットサル大会」が行われました。巧みなドリブ
ルや、華麗なシュートが繰り出されると観客からは歓声が上がりました。詳しくは６ページをご覧ください。

寒さに負けるな！
町民ふれあいフットサル大会

3月号

チームMRKチームMRK
田子道場Ａ田子道場Ａ

４年ダース４年ダース

田子道場Ｂ田子道場Ｂ

優勝２位

４位

３位

広報



2

●
今
月
の
話
題

お祝いのことば

記念講演の様子　

１
月
８
日
と
９
日
、
令
和
３
年
・
令
和
４
年
田
子
町
成
人
式
が
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
艶
や
か
な
振
り
袖
や
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
が
出
席
し
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
記
念
講
演
と
し
て
、
ご
の
へ
郷
土
館
館
長
・
田
子

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
木
村
明
彦
氏
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「Historical M
ind

」
と
題
し
た
こ
の
講
演
は
、
歴
史
の
裏
に
あ
る
、
人
と
し
て

の
素
直
な
思
い
や
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
自
分
が
育
っ
て
き

た
町
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
に
行
わ
れ
た
令
和

３
年
田
子
町
成
人
式
は
、
昨
年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
延

期
さ
れ
た
も
の
で
、
一
年
越
し

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
対
象

者
61
名
の
う
ち
38
名
が
出
席

し
、
真
剣
な
面
持
ち
で
式
典
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
宇
藤
裕
夫
公
民
館

館
長
か
ら
「
令
和
３
年
の
新
春

に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
は
ず

で
し
た
61
名
の
皆
さ
ん
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば

が
、
町
長
、
町
議
会
議
長
か
ら

は
激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
は
、
令
和
３
年

新
成
人
を
代
表
し
て
、
大
向
浩

輝
さ
ん
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
に
行
わ
れ
た
令
和

４
年
田
子
町
成
人
式
に
は
、
対

象
者
46
名
の
う
ち
33
名
が
出
席

し
、
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
保

護
者
や
来
賓
の
方
々
に
披
露
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
宇
藤
公
民
館
館

長
か
ら
の
「
令
和
４
年
の
輝
か

し
い
新
春
の
佳
き
日
に
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
た
46
名
の
皆
さ

ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
皆
さ
ん
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
さ
れ
、
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
」

と
い
う
お
祝
い
の
こ
と
ば
、
町

長
、
町
議
会
議
長
か
ら
の
激
励

の
こ
と
ば
を
受
け
、
令
和
４
年

新
成
人
を
代
表
し
て
櫻
場
悠
斗

さ
ん
か
ら
お
礼
の
こ
と
ば
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年

令
和
４
年

成
人
式

祝

■ お礼のことば（一部抜粋）令和３年新成人代表　大向浩輝さん
　今日、私たちは成人式という重要な節目の一つを迎えます。
去年は、新型コロナウイルスの影響もあり式典を開催すること
ができませんでしたが、今日無事に式典を開催することがで
き、とてもうれしく感じます。
　これまで頑張ってこられたのは、恩師や地域の方々、そして
なによりも、生まれた時から育て支えてくれた家族のおかげだと思います。支
えてくださった方々への感謝の思いを忘れることなく、また次の世代の支えと
なれるよう、社会人としての一歩を踏み出したいと思います。また、このよう
な立派な成人式を開催してくださいました関係者の皆様、運営に携わってくだ
さいました皆様に心から御礼申し上げます。これからの人生への希望と決意を
胸に、社会に対して責任を持てる成人になれるよう努力し続けることを誓いた
いと思います。

■ お礼のことば（一部抜粋）令和４年新成人代表　櫻場悠斗さん
　本日、私たちのためにこのような式典を開催していただきま
した関係者の皆様、お忙しい中ご臨席いただきましたご来賓の
皆様、誠にありがとうございます。
　新型コロナウイルスの流行は未だ安心できない状況ですが、
この日を無事に迎えられることをうれしく思います。様々な対

策が必要な中、参加してくださった成人の皆さんや保護者の皆様にも感謝申し
上げます。一昨年、新型コロナウイルスが流行してから私たちの生活は大きく
変わりました。今まで当たり前だと思っていたことができなくなることが本当
にたくさんありました。そのためか故郷に帰省し、成人式に参加できるのも非
常に貴重なことのように思われます。私は成人を迎えた一人の大人として当た
り前のことを大切にし、感謝の気持ちを持つことができる人になりたいと思っ
ています。これまで家族や仲間と成長できたこと、今も毎日健康に過ごせてい
ること、そしてそれを言葉で、行動で伝えられるように努めていきます。

　
令
和
３
年

　
令
和
４
年
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●
今
月
の
話
題

お母さんいつもありがとう

小学生時代のタイムカプセルを見て懐かしむ

恩師との再会
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（
写
真
２
）
写
真
と
と
も
に
田
子
高
校
を
振
り

　

返
る

（
写
真
１
）
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
井
畑

　

博
明
田
子
町
商
工
会
長

（
写
真
３
）
大
下
は
な
ゑ
さ
ん
（
１
月
12
日
）

（
写
真
４
）
山
舘
ミ
ド
リ
さ
ん
（
１
月
25
日
）

新
年
を
祝
う
会（
※
写
真
１
・
２
）

　

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で

令
和
４
年
田
子
町
民
の
新
年
を

祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
と
町
商
工
会
、

八
戸
農
業
協
同
組
合
田
子
支
店

の
主
催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
し
た
３
団

体
の
代
表
者
か
ら
年
頭
の
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
青
森

県
立
田
子
高
等
学
校
の
小
野
淳

美
校
長
か
ら
年
頭
の
所
感
と
し

て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
小
野

校
長
は
、
田
子
高
校
の
歴
史
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
田
子
高
校

が
有
識
者
や
町
民
の
熱
意
と
行

動
に
よ
り
開
校
さ
れ
た
こ
と
、

進
学
を
諦
め
て
い
た
生
徒
が
町

内
に
高
校
が
で
き
た
こ
と
で
進

学
の
道
が
ひ
ら
け
た
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
町
に
田
子
高
校

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
と
語
り
ま
し
た
。

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
３
・
４
）

　

１
月
12
日
、
大
下
は
な
ゑ
さ

ん（
干
草
場
）の
満
１
０
２
歳

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
ご
自
宅

で
敬
老
祝
い
金
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
ご
家
族
と
一
緒
に
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

　

大
下
さ
ん
は
大
正
９
年
１

月
、
猿
辺
村（
現
在
の
三
戸
町
）

で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
14

年
に
大
下
鉄
郎
さ
ん
と
ご
結
婚

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
３
人
、

孫
７
人
、
ひ
孫
12
人
、
玄
孫
４

人
に
恵
ま
れ
、
現
在
は
、
ご
自

宅
で
娘
の
フ
ヂ
ヱ
さ
ん
、
孫
の

祐
子
さ
ん
ご
夫
婦
と
と
も
に
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
25
日
に
は
、
満

１
０
１
歳
を
迎
え
ら
れ
た
山
舘

ミ
ド
リ
さ
ん（
上
風
張
）の
敬

老
祝
い
金
贈
呈
式
が
み
ろ
く
苑

で
行
わ
れ
、
ご
家
族
や
み
ろ
く

苑
の
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
山
舘
さ

ん
は
、
大
正
10
年
１
月
に
田
子

町（
上
相
米
）で
お
生
ま
れ
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
み
ろ
く
苑
に
て
過
ご

さ
れ
て
お
り
、
日
々
穏
や
か
に

生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
子
町
の
１
０
０
歳
以
上
の

方
は
、
大
下
さ
ん
と
山
舘
さ
ん

を
含
め
て
７
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
０

０
０
日
達
成
！
（
※
写
真
５
）

　

１
月
９
日
に
田
子
町
で
の
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
０
０
０
日

を
達
成
し
、
１
月
18
日
、
三
戸

警
察
署
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
に
は
三
戸
地
区

交
通
安
全
協
会
田
子
支
部
の
一

ノ
渡
尚
武
支
部
長
と
三
戸
地
区

交
通
指
導
隊
田
子
支
隊
の
大
羽

澤
正
支
隊
長
が
出
席
し
、
三
戸

警
察
署
長
と
三
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
み
ろ
く
の
滝
に
ち

な
み
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３

６
９
０（
み
ろ
く
）日
」
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

記
録
を
更
新
し
て
い
く
と
、
２

０
２
３
年
12
月
１
日
に
達
成
と

な
り
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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（
写
真
６
）
農
家
座
談
会
（
田
子
地
区
）

（
写
真
５
）
表
彰
式
の
様
子

（
写
真
７
）
記
者
会
見
の
様
子

（
写
真
８
）歴
史
講
座
の
様
子
（
洞
円
寺
山
門
）

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
交
通
安
全
に
心
が
け
、
住
み

よ
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
農
業
の
将
来
を
考
え

る
～
農
家
座
談
会
開
催
～

（
※
写
真
６
）

　

１
月
７
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
、
町
内
６
地
区
で
農
家
座
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
町
農
業
委
員
会
の
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
次
世
代
の
担
い

手
確
保
・
育
成
や
、生
産
の
基
盤

と
な
る
農
地
の
活
用
な
ど
の
地

域
農
業
が
抱
え
る
諸
課
題
と
向

き
合
い
、
今
後
の
農
業
の
あ
り

方
を
地
域
で
考
え
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

１
月
18
日
に
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
田
子
地
区
の
農
家

座
談
会
で
は
、
総
勢
23
名
の
方

が
参
加
し
、「
日
頃
、
農
地
を

見
て
い
て
借
り
た
い
と
思
う
と

こ
ろ
は
あ
る
が
、
借
り
る
ま
で

に
は
た
く
さ
ん
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
」
や
「
貸
し
た
い
農
地
が

ど
れ
か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
等
の
た
く
さ
ん
の
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
課
題
や
問
題
な
ど

の
分
析
結
果
を
関
係
機
関
と
共

有
し
な
が
ら
、
地
域
で
の
話
し

合
い
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

農
畜
産
業
の
持
続
的
発
展

に
期
待
し
て
連
携
協
定
締

結
（
※
写
真
７
）

　

１
月
20
日
、「
学
校
法
人
北

里
研
究
所
及
び
三
戸
畜
産
農
業

協
同
組
合
と
田
子
町
と
の
連
携

に
関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
三
者
が

相
互
に
連
携
し
、
地
域
の
活
性

化
と
と
も
に
次
代
を
担
う
優
れ

た
人
材
の
育
成
と
学
術
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
、
１
月

26
日
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
に

は
、
学
校
法
人
北
里
研
究
所
北

里
大
学
獣
医
学
部
の
上
野
俊
治

学
部
長
、
三
戸
畜
産
農
業
協
同

組
合
の
澤
田
恵
代
表
理
事
組
合

長
、山
本
晴
美
町
長
が
出
席
し
、

協
定
連
携
事
項
等
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
連
携
事
項
を
基
に
し
た

実
施
内
容
と
し
て
、
①
受
精
卵

移
植
技
術
に
か
か
る
新
技
術
等

を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
牛
作

出
の
実
証
②
情
報
通
信
技
術
等

を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
、
作

業
効
率
化
技
術
の
実
証
③
公
共

牧
場
に
お
け
る
衛
生
問
題
対
策

の
実
証
④
畜
産
カ
レ
ッ
ジ
開
催

に
よ
る
人
材
育
成
、
技
術
普
及

な
ど
に
つ
い
て
、三
者
で
連
携
、

協
力
し
取
り
組
む
予
定
で
す
。

バ
ス
で
巡
る
田
子
歴
史
野

外
講
座
（
※
写
真
８
）

　

１
月
22
日
、
上
郷
・
来
満
道

沿
線
を
バ
ス
で
巡
る
「
歴
史
講

座
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
よ
り

19
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
る
公
民
館
講
座
と
し
て
、

江
戸
期
の
田
子
通
り
の
遺
構
跡

な
ら
び
に
周
辺
の
城
館
を
た
ど

り
、
町
の
魅
力
を
発
見
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
楽
土
を
巡
る
」
と
題
し
、

行
わ
れ
た
今
回
の
歴
史
講
座
で

は
、
田
子
町
文
化
保
護
審
議
委

員
も
務
め
て
い
る
、
ご
の
へ
郷

土
館
の
木
村
明
彦
館
長
を
講
師

に
迎
え
、
か
つ
て
居
城
の
あ
っ

た
「
原
館
跡
」
や
、
町
指
定
文

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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（
写
真
10
）
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
る
山
本
さ

　

ん
（
右
）

（
写
真
９
）
巧
み
な
ド
リ
ブ
ル
を
披
露
す
る

　

選
手

（
写
真
11
）
く
る
く
る 

ち
ょ
ん
♪

（
写
真
12
）
上
手
に
丸
め
ら
れ
た
よ

化
財
で
あ
る
「
三
十
六
歌
仙
彩

色
画
」（
諏
訪
神
社
）、「
仁
王

像
」（
洞
円
寺
）等
を
直
接
巡
り

な
が
ら
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
受
講
者
ら
は
、
当
時
の
情

景
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
歴
史

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
町
の

魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

歴
史
講
座
は
10
月
か
ら
全
６

回
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
に
参
加

し
た
受
講
者
６
名
に
は
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
る
な
！

町
民
ふ
れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
（
※
写
真
９
）

　

１
月
23
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
町
民
ふ

れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ポ

ネ
ッ
ト
た
っ
こ（
尾
形
憲
男
会

長
）の
主
催
に
よ
り
、
冬
場
の

運
動
不
足
解
消
と
世
代
を
越
え

た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
全
チ
ー
ム
が
総
当

た
り
と
な
る
リ
ー
グ
戦
方
式
で

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
４
チ
ー
ム
32
名
が
参
加
し
、

ど
の
チ
ー
ム
も
熱
心
に
ボ
ー
ル

を
追
い
、
最
後
ま
で
諦
め
る
こ

と
な
く
勝
利
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
、
見
事
優
勝
に
輝
い
た
チ

ー
ム
に
は
、
選
手
全
員
分
の
ガ

リ
ス
テ
食
事
券
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位　

チ
ー
ム
Ｍ
Ｒ
Ｋ

第
２
位　

田
子
道
場
Ａ

第
３
位　

田
子
道
場
Ｂ

第
４
位　

４
年
ダ
ー
ス

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
山
本
さ
ん

（
※
写
真
10
）

　

１
月
25
日
、
役
場
町
長
室
で

山
本
一
二
三
さ
ん（
根
渡
）に
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
し
て
納
税

者
か
ら
不
服
の
申
出
が
あ
っ
た

際
に
、
中
立
的
、
専
門
的
な
立

場
で
審
査
等
を
行
う
第
三
者
機

関
で
、
委
員
の
定
数
は
３
名
以

上
、任
期
は
３
年
と
な
り
ま
す
。

　

山
本
さ
ん
は
、
今
回
初
め
て

委
員
に
選
任
さ
れ
「
人
を
覚
え

て
、（
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
）

勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

田
子
幼
稚
園
お
し
る
こ
会

（
※
写
真
11
・
12
）

　

１
月
26
日
、
田
子
幼
稚
園
で

お
し
る
こ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
し
る
こ
作
り
に
は
、
宇
宙

組
の
園
児
の
皆
さ
ん
が
挑
戦
し

「
く
る
く
る
、
ち
ょ
ん
」
と
掛

け
声
を
発
し
な
が
ら
、
上
手
に

お
団
子
を
丸
め
て
い
ま
し
た
。

　

お
し
る
こ
を
煮
詰
め
て
い
る

間
、
園
児
ら
は
羽
子
板
に
そ
れ

ぞ
れ
思
い
思
い
の
絵
付
け
を
す

る
な
ど
お
正
月
ら
し
い
遊
び
を

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

お
し
る
こ
が
完
成
す
る
と
、

「
自
分
が
丸
め
た
お
団
子
ど
れ

か
な
？
」
や
「
お
し
る
こ
作
り

楽
し
い
！
」
な
ど
の
声
が
あ
が

り
、
待
ち
に
ま
っ
た
お
し
る
こ

に
大
は
し
ゃ
ぎ
の
様
子
で
、
何

度
も
お
か
わ
り
を
す
る
園
児
も

い
ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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交通死亡事故ゼロ
３
み ろ く

６９０日を目指しています！
３月は１年の中で12月に次いで交通事故の
発生件数が多いとされています。年度末は車
や人が慌ただしく動きますが、そんな時こそ
いつも以上に交通安全を意識しましょう。

　地域おこし協力隊の五十嵐で
す。先月号で書いた田子の産品の
シンガポールへの輸出に関して、
１月後半より現地の展示会場にて
にんにく、黒にんにく、にんにく
醤油漬けの３点が展示されていま
す。２月末までの期間中、現地のバイヤーに見ていただくこと
になりますが、早速現地でのオンライン販売やレストランへの
卸しで取り扱いたいという声をいただいております。早ければ
４月頃より正式に現地で販売がされそうで、いよいよ田子町の
産品がシンガポールで販売されることになりそうです。コロナ
次第ですが、９月には現地の展示会にも参加したいと考えてい
ます。物の行き来を始めることから、人の行き来や文化の交流
など、様々なところで田子町とシンガポールをつなげていけれ
ばと思っています。一人でできることでもないので、ぜひその
際はみなさんのお力もお貸しください。よろしくお願いします。

　こんにちは、木村知子です。１
月９日に東京有楽町の東京交通会
館にて「東北Ｕ・Ｉターン大相談
会」（※Ｕターンは出身地に戻る
こと、Ｉターンは出身地と異なる
地域に移住すること）というイベ
ントがありました。首都圏の移住希望者の方が多く来場し、田
子町も会場に窓口を設けて移住相談に対応しました。移住希望
の方が数名窓口に立ち寄り「“たっこまち”って読むんですね！」
と気付いてくださったり「にんにくで有名な町なんですね、知
らなかったですがとても興味が沸きました！」と言ってくださ
ったりと、まだまだ町の PR を頑張らなければいけないなと感じ
ました。雪に慣れていない関東方面の方に「青森県は雪国です
が南部地方なので比較的雪が少なく除雪技術も高いので生活し
やすいですよ」と伝えると興味を持ってくれます。四季折々の
風景が美しい田子町を、これからも PR していきます！

　こんにちは木村治樹です！　つ
い先日になりますが、１月13日に
東京は日本橋の特設会場にて、物
産フェアに参加して参りました！
千葉県は多古町との共同企画で
す。残念ながら多古町は不参加と
なりましたが、当日はたくさんの方にご来場いただき、田子町
の商品をたくさんご購入いただきました。にんにくと言えば青
森県産と言っていただけた方が多かったのが印象的だっただけ
でなく、田子町のことに興味を持っていただけて、行ってみた
いとまで言っていただける方もいました！　実にありがたいこ
とです。
　しかし同時に、まだまだ青森県の中でも知られていない部分
が多いと感じたのも事実であります。より多くの方々に田子町
のことを知って、興味を持っていただくためにも、今後様々な
媒体を利用して広くＰＲしていきます。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆東京出張に行ってきました！　　　　　　　

◆TAKO× TAKKO　　　　　　　

◆たっこにんにく、海を渡る　　　　　

●お知らせ

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

■  田子町燃油券のご利用はお早めに！
　昨今の燃油価格高騰に対する
家計支援対策として、町では町
内全世帯に燃油券２万円分を郵
送いたしましたが、指定販売店でご利用の際には、
以下の点にご注意くださるようお願いします。
①今回配布した燃油券は「引換券」扱いとなりま
すので、商品券や金券と同じように利用するこ
とはできません（掛け払い等には使えません）。

②お店のスタッフに「燃油券での給油」であるこ
とを必ず給油作業前に申し出てください（灯油
などの配達を依頼する場合も同じですので、予
めお店にご確認ください）。

※燃油券を利用することを給油後に伝えられて
も、お店の作業上対応できませんので、そのよ
うな場合はスタッフの説明に従ってください。

③対象は燃油（灯油・軽油・ハイオクを含むガソ
リン）のみです。それ以外への引換はできません。

④引換期限までに利用できない場合は無効となり
ますので、なるべく早めに使ってください。

問役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  全座席のシートベルト着用を！
～全ての座席でのシートベルトの着用は義務化さ
れています～
　シートベルトは交通事故の際の被
害軽減に大きな効果があります。
　運転者の方は後部座席も含めた全員のシートベ
ルト着用を確認してから発進しましょう。

■  三戸警察署が引っ越します
　長年三戸町に鎮座してきた三戸警察署が、３月
下旬に新庁舎に引っ越します。場所は三戸町大字
川守田字関根の三戸消防署の向かいになります。
　引っ越し直後から業務は行いますが、慣れるま
では不手際もあるかもしれませんので、各種手続
き等で来庁される方は、引っ越し時期をずらして
お越しいただければ幸いです。

問三戸警察署田子警察官駐在所 ☎３２－３１０９
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●
お
知
ら
せ

■  「あおもり飲食店感染防止対策認証制度」
　のご案内
　県では、飲食店における感染防止対策の徹底を図り、
誰もが安心して飲食店を利用することができるよう

「あおもり飲食店感染防止対策認証制度」を実施して
おり、飲食店事業者からの申請を受け付けています。
　また、認証取得やより適切な感染防止対策のために
アクリル板等の設備を購入した場合には、補助を受け
ることができます。
　認証の申請については、ホームページ、郵送、FAX
のいずれかでできますので、詳細については、公式ホ
ームページ（「あおもり飲食店認証制度」で検索）をご
覧ください。
問あおもり飲食店感染防止対策認証コールセンター
　☎０５０−５４４４−３５９９

■  松くい虫被害の予防について
　松くい虫被害とは、マツノマダラカミキリという昆
虫によって運ばれるマツノザイセンチュウという小さ
な線虫がマツの木に侵入することによってクロマツや
アカマツが枯れるマツの伝染病です。県内では深浦町
と南部町で被害が発生しています。
　被害の拡大を防ぐためには、被害の早期発見と適切
な駆除が重要となります。
　もし自宅の庭木や街路樹、山林など、身の回りで枯
れたマツや、枯れかかっているマツがありましたら、
役場産業振興課、三八地域県民局林業振興課、森林組
合までお知らせください。
　大切な森林資源を次の世代へ引き継ぐため、ご協力
をお願いします。

▼連絡先
　役場産業振興課 ☎３２－３１１１（代表）
　三八地域県民局地域林業振興課

☎０１７８－２３－３５９５
　三八地方森林組合 ☎０１７８－６７－２００３

■  もしもの時の『自転車保険』、
　加入していますか
　自転車は、身近で便利な交通手段としてみなさんに
利用されていますが、歩行者等を死傷させることもあ
ります。「ながらスマホ」やイヤホンの使用、傘さし運
転などの危険行為は絶対にやめましょう。原則として
車道左側を通行するなど、交通ルールを守りましょう。
　万が一に備えて、保険に加入することが大切です。
まずは、自分や家族が保険に入っているかどうか確認
してみましょう。

問青森県環境生活部県民生活文化課
　☎０１７－７３４－９２３２

■  借金に関する相談窓口
　相談員が借金の状況等をお伺いし、必要に応じて、
弁護士等に引き継ぎを行います。一人で悩まず、ご相
談ください。秘密厳守・無料です。
▼受付時間　月～金（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前８時30分～正午、午後１時～４時
▼相談専用電話　０１７−７７４−６４８８
問東北財務局青森財務事務所理財課
　☎０１７−７２２−１４６３

■  町水道所有者等変更の手続きについて
　３、４月は転入や転出等が多くなる時期となりますが、
次のような場合は変更等の手続きが必要となります。
◎貸家やアパートなどに転入・転出・転居される場合
・給水装置使用者変更届・開始届または中止届の提出

◎転出される場合（持ち家の場合）
・中止届または廃止届の提出

◎所有者（または使用者）が亡くなられた場合
・給水装置所有者変更届または給水装置使用者変更届

の提出（以降使用しない場合は、中止届または廃止
届の提出が必要となります）

▼届出先　役場建設課水道グループ
（町のホームページより届出様式をダウン

ロードすることもできます）

▼ご持参いただくもの　印鑑

問役場建設課水道グループ☎２０－７１１８

■  忘れないで、愛車も住所変更
　自動車をお持ちの方は、引越しなどで
住所が変わったときには、運輸支局で住
所の変更登録をする必要があります。自
動車税種別割の納税通知書は、原則として運輸支局に
登録されている住所（車検証に記載されている住所）
にお送りしています。
 ３月中に運輸支局で手続きができない場合は、電話
またはＦＡＸで三八地域県民局県税部にご連絡くださ
い。また、青森県電子申請・届出システムでも受付し
ています。（https://s-kantan.jp/pref-aomori-u/）
問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線205〜207、356
　FAX０１７８−２７−３８１７
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■  民法改正により令和４年４月１日以降
　18歳から成人になります
【成人になると】

・保護者の同意がなくても高額な買い物（契
約）ができます。

・保護者の同意がなくてもクレジットカードが持てた
り、銀行のローンや消費者金融が利用できます。

・未成年者取消権が使えなくなります。

新成人をねらい打ちにする悪質な
業者がいます！
　進学や就職に伴い、様々な消費
者トラブルに巻き込まれることが
懸念されます。

おかしいな困ったなと思ったらすぐ相談！
●消費者ホットライン
　青森県消費生活センター ☎１

い や や

８８
　青森県消費生活センター公式 LINE →

問青森県消費生活センター業務部
　☎０１７−７２２−３３４８

●
お
知
ら
せ

■  無事故・無違反を続けている優良運転者の
　方を表彰します
●一般運転者
◎銅賞　５年以上無事故無違反
◎銀賞　１０年以上無事故無違反
◎金賞　１５年以上無事故無違反
※上記の順序に関係なく、銀賞・金賞の申請ができます。
▼申請することができる方
１．田子町に居住している方
２．交通安全協会の会員で、常に安全運転をされてい

る方
３．申請時において、基準年数に達した方
※以前に金賞を受賞された方は、５年間は申請をご遠

慮願います。
※申請後に、事故・違反があった場合は受賞できない

ことがあります。
▼申請方法
１．申請場所は、交通安全協会田子支部事務局（役場

住民課内）です。
２．代理人による申請はできません。必ず本人が申請

書をご記入ください。
３．申請時には、「安協会員証」・「印鑑」・「運転免許証」

をご持参ください。
▼申請期限　４月８日（金）
※証明手数料は、安協田子支部で負担いたします。

問三戸地区交通安全協会田子支部事務局　田中　
　（役場住民課住民環境グル－プ ☎２０ー７１１３）

消費者
トラブルに
注意！

■  農地を貸したい方と、農地を借りたい方を
　募集中～農地中間管理事業で有利に規模拡大を！～
　公益社団法人あおもり農業支援センターでは、県か
ら農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業
を実施しています。
　農地の所有者で、経営規模を縮小する方、または農
業をリタイアする方で、作付けしなくなった農地を、
中間管理機構へ貸してみませんか？
　中間管理機構が借り受けた農地は、新たに作付けす
る担い手に対して貸し付けの契約をします。これによ
り、耕作放棄地の増加が抑えられるとともに、農地の
有効活用が図られます。
　農地を貸したい意向がある方、農地を借り受ける意
向がある方は、それぞれ申込用紙の記入が必要です。
申込は、随時受付しております。
　詳細については、産業振興課、農業委員会、または
支援センターへご相談ください。

問役場産業振興課（袖村）☎２０－７１１６
問田子町農業委員会（堀川）☎２０－７１２０
問公益社団法人あおもり農業支援センター

　☎０１７－７７３－３１３１

みんなで食べよう！
かんたん、野菜料理
もやチー焼き

（材料）
　もやし　１袋（200g）
卵　１個、小麦粉　大さじ２
片栗粉　大さじ２、黒こしょう　適量
ピザ用チーズ　大さじ２

（作り方）
① ａを混ぜて生地をつくる。よく混
ぜ合わせたらもやしを加え、さっく
り混ぜ合わせる。

② フライパンを熱し、直径６㎝ほどの小さな丸形にな
るようにピザ用チーズを適量のせる。チーズが溶け
始めたら、①をチーズの上にのせて焼く。

③ フライ返しで押さえながら両面を焼く。カリッと
焼けたらできあがり。

★黒こしょうは多めがおすすめです。ピリッと爽や
かな味わいがアクセントになります。

★卵やチーズなどのたんぱく質も入っているため、
満足感が得られます。おやつやおつまみにもどうぞ。

（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

a
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

新型コロナウイルス感染防止対策により、各施設利用者にはその都度確認を求める事項がありますので、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

●文化賞部門
▽文化賞（個人）
　大坊拓也（名久井農高２）

・テクノ愛2021高校の部　奨励賞及びテクノ愛賞　他

▽文化賞（団体）
　田子高等学校総合文化部

・第10回ご当地！絶品うまいもん甲子園　準優勝

▽文化功労賞（個人）
　櫻井悠喜

・平成23年度より田子高等学校郷土芸能部流し踊り隊のコ
　ーチとして生徒の技術指導等に寄与

　袖村広美
・平成13年度より田子高等学校郷土芸能部流し踊り太鼓隊
　のコーチとして生徒の技術指導等に寄与

　新井田佳子
・平成15年度より田子高等学校郷土芸能部神楽隊のコーチ
　として生徒の技術指導等に寄与

　山市忠男
・多年にわたり田子町文化財保護審議会委員として文化財
　の保護と調査 ･ 研究に努め、地域文化の振興に寄与

▽文化奨励賞（個人）
　菊地愛鈴（三戸高３）

▽児童・生徒文化奨励賞（個人）
　木谷歩夢（田子中３）　
▽児童・生徒文化奨励賞（団体）
　田子中学校吹奏楽部

●スポーツ賞部門
▽スポーツ功労賞
　笠原広幸

・多年にわたり、町の体育指導委員及びスポーツ推進委員
　として町民の体力・健康づくり等に寄与

　新田賢三
・多年にわたり、町の体育指導委員及びスポーツ推進委員
　として町民の体力・健康づくり等に寄与

　山崎喜章
・多年にわたり、町の体育指導委員及びスポーツ推進委員
　として町民の体力・健康づくり等に寄与

▽スポーツ賞（個人）
　加藤宗馬（八戸工大一高３）

・令和３年度春季青森県高等学校野球選手権大会　２位

　澤口仁誉（八戸工大一高３）
・令和３年度春季青森県高等学校野球選手権大会　２位

　滝沢楓花（八学光星高３）
・第71回青森県高等学校ソフトテニス大会春季大会
　個人１位　団体２位

　吉田陽菜（三本木農高３）
・令和３年度青森県高等学校女子相撲春季大会
　女子個人戦３位
・令和３年度青森県高等学校女子相撲選手権大会
　女子個人戦３位

　笠原凪紗（八学光星高２）
・第66回青森県高等学校ソフトテニス新人大会　団体２位

　冨樫心寧（八戸西高２）
・令和３年度青森県高等学校総合体育大会テニス競技
　女子団体２位

▽スポーツ奨励賞（個人）
　大野日菜子（田子中３）　小笠原杏華（田子中３）
　中村悠真（田子中３）　　新井田未徠（田子中３）
　森崎愛実（田子中２）　　山本透（田子中２）
▽スポーツ奨励賞（団体）
　田子中学校相撲部
　田子中学校特設男子スキー部（アルペン）
　田子中学校特設男子スキー部（クロスカントリー）
　田子中学校特設女子スキー部（アルペン）

令和３年　田子町文化賞・スポーツ賞受賞者決定
１月27日に田子町文化賞・スポーツ賞の審査会を開催し、文化賞部門は７個人、２団体に、スポーツ賞部門は

15個人、４団体の受賞が決定しました。受賞者は次のとおりです。表彰式は２月17日に中央公民館ホールで行います。

◎おわび　２月号の田子町文化協会団体名紹介に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。

（正）マノアリノフラスタジオ　（誤）マノアリアフラスタジオ

●いけばな講座
▽と　き　３月19日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円前後
※１週間前の金曜日までの申込が必要です。

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　３月１日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　花材代2,000円〜3,000円
※１週間前の月曜日までの申込が必要です。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報
はその都度、ＴＣＶやチラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●医療
▽心も体もととのう漢方の暮らし

365日／490カ
▽大人の間違い探し脳ドリル／498オ
▽脳が毎日元気になる！音読１日１

分／498ノ

●料理
▽その下ごしらえ、ホントに必要？

／596マ
▽少ないもので料理する／ドミニッ

ク・ローホー／596ロ

●歴史・時代小説
▽手習い師匠／取次屋栄三12 ／岡

本さとる／913オ
▽深川慕情／取次屋栄三13 ／岡本

さとる／913オ
▽幼なじみ／新・居眠り磐音３／佐

伯泰英／913サ
▽六つの村を越えて髭をなびかせる

者／西條奈加／913サ
▽ねこだまり／猫／時代小説傑作選

／諸田玲子ほか／913ジ
▽もののけ／怪異／時代小説傑作選

／朝井まかてほか／913ジ
▽きりきり舞いのさようなら／諸田

玲子／913モ

●ミステリー
▽六人の嘘つきな大学生／浅倉秋成

／913ア
▽真夜中のマリオネット／知念実希

人／913チ
▽おわかれはモーツァルト／中山七

里／913ナ

●そのほかの小説など
▽赤と青のエスキース／青山美智子

／913ア
▽ブラックボックス／砂川文次／

913ス
▽三千円の使いかた／原田ひ香／

913ハ
▽おネコさま御一行／れんげ荘物語

６／群ようこ／913ム
▽夜のお茶漬け／食堂のおばちゃん

11 ／山口恵以子／913ヤ
▽ミス・サンシャイン／吉田修一／

913ヨ

●エッセイ、手記、外国の詩など
▽その日まで／瀬戸内寂聴／914セ
▽私がヤングケアラーだったころ／

林真司／916ハ
▽東大教授、若年性アルツハイマー

になる／若井克子／916ワ
▽愛だけが残る／ナテジュ／929ナ

図書館情報

図書館おやすみカレンダー

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

3月の図書館行事
▼３／16（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷

　「本を読むと若くなる」といわれま
す。読書が心の健康に役立つからです。
本を読むことが頭の体操になるからで
す。今回は「年齢を重ねたからこそ楽
しめる本」を集めて展示 ･ 貸出します。
どうぞご利用ください。

○じい散歩／藤野千夜
○０メートルの旅／岡田悠
○渋沢栄一伝／井上潤
○希望の一滴／中村哲
○世間とズレちゃうのはしょうがない
　／養老孟司、伊集院光

●「心豊かに生涯読書」特集

本を読んでみませんか？～心豊かに生涯読書～

　読みたい本が貸出中の時は「本の
予約」を、図書館にない本を読みた
いときは「本のリクエスト」を受け
付けています。昨年度、本の予約と
リクエストは、合わせて1,132件あ
りました。「テレビやラジオで紹介し

ていた本」「新聞に載っていた本」「本
屋さんで見た本」など、皆さま一人
ひとりのご要望にできるだけおこた
えします。
　電話でも受け付けます（☎２０−７２
２１）。どうぞご利用ください。

●読みたい本をお探しします「本の予約とリクエスト」

▼色の濃い日が休館日です。
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町
の
人
口

令
和
４
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2120（＋２）
人口／5141（−４）
男／2503（±０）
女／2638（−４）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
山
火
事
に
注
意
！

　

山
火
事
は
３
月
か
ら
５
月
の

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
因
の
多
く
が
、
火

の
取
扱
い
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
大
切

な
緑
を
、
山
火
事
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

○
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で

は
、
た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

○
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ

を
し
な
い
。

○
た
き
火
な
ど
火

気
の
使
用
後
、
そ

の
場
所
を
離
れ
る
時
は
完
全
に

消
火
す
る
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消

し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

○
火
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

●
お
願
い

　

火
事
・
救
急
は
『
１
１
９
』
へ

　

火
事
や
救
急
の
通
報
を
す
る

時
、
ま
れ
に
消
防
署
へ
直
接
電

話
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
『
１
１
９
』
へ
通
報
す
る
こ
と

で
よ
り
早
く
出
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
雪
解
け
時
期
の
運
転
に
十
分

注
意
を
！

○
雪
解
け
と
と
も
に
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
通
行
が
増
加
す
る

な
ど
交
通
環
境
が
変
化
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
危

険
性
が
高
ま
る
時
期
と
言
え
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
時
期
こ

そ
速
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

○
日
中
は
天
候
が
よ
く
て
も
、

朝
・
夕
は
気
温
が
下
が
り
、
雪

解
け
水
が
凍
り
、
見
た
目
に
は

黒
く
ぬ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
路
面
が
、
実
際
は
ブ
ラ
ッ
ク

ア
イ
ス
（
凍
結
）
状

態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
る
と
、
視
野
が
狭
く
な

り
、
標
識
等
の
見
落
と
し
や
危

険
回
避
へ
の
遅
れ
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

常
に
路
面
状
況
、
気
温
に
注

意
し
て
、
安
全
な
速
度
で
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

2
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

3
（木）

介護予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

4
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

8
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

9
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

10
（木）

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後1:00
運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

11
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
いきいき健幸教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

15
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

16
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

17
（木）
「くらし」と「しごと」田子町無料相談会
（せせらぎの郷）午後1:00〜4:00

17
（木）

介護予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

18
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
弁護士相談（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

22
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

23
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

24
（木）

介護予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午
運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

25
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

29
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

31
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

３月の主な保健・介護予防事業予定表

おわび
　広報たっこ 2 月号裏表紙「第一生命財団よりたっここども園へ助成金が贈呈さ
れました」の記事に誤りがございましたので、訂正しておわびいたします。

　（正）　プール購入費の一部に充てられます。
　（誤）　プール修繕費の一部に充てられます。

誕生

●尾形　澪
みお

（蓮・真由子）／清水頭
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●椛木秋男（79歳）七日市
●野﨑ハギ（99歳）細野
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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「
ス
キ
ー
学
習
で
コ
ロ
ナ
を
吹
き

飛
ば
せ
！
」

　

上
郷
小
学
校
は
、
こ
の
時
期
に

な
る
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
た
く
さ
ん

の
雪
が
積
も
り
ま
す
。
そ
ん
な
雪

深
い
上
郷
小
学
校
で
は
、
冬
に
ス

キ
ー
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ス
キ
ー
学
習

は
５
回
実
施
し
ま
し
た
。

３
回
は
水
亦
ス
キ
ー
場

で
、
２
回
は
２
２
９
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
で
行
い
ま

し
た
。
水
亦
ス
キ
ー
場

を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
11
月
に
保
護
者
や

後
援
会
の
皆
さ
ん
で
斜

面
の
草
刈
り
を
行
い
ま

す
。
広
大
な
斜
面
で
す

の
で
大
変
な
作
業
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
と
皆
さ
ん
黙
々
と

作
業
を
進
め
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
３
学
期
が

始
ま
る
頃
に
な
る
と
、

今
度
は
Ｓ
Ｈ
Ｂ
ス
キ
ー

苦
楽
舞
の
皆
さ
ん
が
、
ロ
ー
プ
ト

ウ
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
キ
ー
学
習
で
子
ど
も

た
ち
へ
の
技
術
指
導
も
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。
改
め
て
上
郷
小

学
校
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。

　

水
亦
ス
キ
ー
場
で
技
術
を
向

上
さ
せ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
２
２

９
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
さ
ら
に
上
を

目
指
し
て
練
習
に
励
み
ま
す
。
リ

フ
ト
を
使
っ
て
変
化
の
あ

る
斜
面
を
滑
る
こ
と
で
、

様
々
な
場
面
で
の
対
応
力

を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
田
子
町
ス
キ
ー

協
会
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ポ

ー
ル
を
立
て
て
大
回
転
の

練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
水
亦
ス
キ
ー
場
と

は
違
っ
て
急
斜
面
が
あ

り
、
ス
ピ
ー
ド
と
恐
怖
心

と
の
戦
い
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
残
念
な
が
ら
田

子
町
学
校
ス
キ
ー
大
会
が

中
止
に
な
り
、
一
つ
の
大

き
な
目
標
を
失
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
少

し
で
も
上
手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
練
習
を
重
ね
て
い
ま
し

た
。
上
郷
小
学
校
で
は
、
ス
キ
ー

を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

丈
夫
な
体
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
上
郷
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
上
郷
小
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

２
０
２
２
年
の
旧
正
月
に
あ
た
る
日

は
２
月
１
日
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
ご
存

じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
旧
正
月
で
す
が
、

中
国
や
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ
た

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
旧
暦
の
正
月
を
盛
大

に
お
祝
い
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
国

の
時
代
劇
を
見
て
い
る
と
、
正
月
に
爆

竹
を
鳴
ら
し
て
い
る
描
写
が
あ
っ
た
り

し
ま
す
よ
ね
。
爆
竹
を
鳴
ら
す
こ
と
で

「
年
（
ニ
エ
ン
）」
と
い
う
怪
物
を
怖
が

ら
せ
、
家
へ
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
家
族
み
ん
な
で
餃

子
や
餅
を
食
べ
、
一
家
だ
ん
ら
ん
や
出

世
を
願
う
と
い
い
ま
す
。
韓
国
で
は
旧

正
月
の
こ
と
を
「
ソ
ル
ラ
ル
」
と
よ
び
、

親
族
が
集
ま
っ
て
「
茶
礼
」
と
い
う
先

祖
を
供
養
す
る
儀
式
を
行
っ
た
り
、
ベ

ト
ナ
ム
で
は
「
麒
麟
舞
」
と
い
う
獅
子

舞
の
よ
う
な
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
一
年

の
幸
せ
を
祈
願
し
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

ア
ジ
ア
各
国
様
々
な
か
た
ち
で
お
祝
い

し
て
い
る
の
で
す
ね
。
日
本
で
も
旧
正

月
を
お
祝
い
す
る
地
域
が
あ
る
よ
う
な

の
で
、
今
後
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
広
報
担
当　

ほ
り
あ
い
）

こ
の
頃
は
毎
晩
の
鍋
に
て
あ
き
も
せ
ず
フ
ウ
フ
ウ
ハ

フ
ハ
フ
美
味
い
の
で
あ
る 

毎
日
が
寒
風
つ
づ
き
て
肌
寒
く
こ
た
つ
が
こ
ひ
し
く

は
な
れ
ら
れ
ず 

朝
夕
の
冷
え
も
一
段
と
き
び
し
く
て
桜
の
枝
に
氷
の

花
が
咲
く 

新
井
田
衣

時
は
過
ぎ
庭
の
コ
キ
ア
も
色
ず
き
て
時
間
よ
止
ま
れ

と
祈
り
た
き
心
地 

駆
け
足
で
迎
え
る
新
年
雪
多
く
慌
て
て
転
ぶ
昨
今
続

く 引
き
出
し
の
底
に
眠
り
し
綿
入
れ
と
古
着
を
肩
に
思

ひ
出
続
く
　 

貝
守
多
恵

密
を
さ
け
籠こ

も

る
日
多
き
日
々
に
し
て
画
面
と
共
に
鉄

道
の
旅 

秋
風
は
囁
く
よ
う
に
木
を
ゆ
す
る
あ
え
か
に
灯と

も

る
夜

の
星
空 

人
気
な
き
暮
れ
る
に
早
き
冬
の
川
水
に
浮う

き

ね寝
の
白
鳥

の
群 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
２
年
３
月
号
（
令
和
４
年
２
月
21
日
発
行
）
通
算
第
７
４
８
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　１月４日、住民の安全を守る消防団員の士気高揚を目的と
して、田子町消防団出初式が行われ、町内各分団から多くの
団員が参加しました。タプコピアンプラザ駐車場にて山本町
長から観閲を受けた後、サンモールたっこ商店街入口までの
町道で「まとい振り」や「分列行進」を披露しました。
　中央公民館で行われた式典では、消防団活動に尽力した団
員らに賞詞や感謝状、表彰状が贈られました。参加した団員
らは今年１年の無火災に向けて決意を新たにしました。
　出初式における表彰は次のとおりです。（敬称略）

○町長表彰
「賞詞」
田子町消防団
　第一分団班長　岩館良士
　第二分団団員　深沢直幹
　第三分団団員　源新哲也
　第四分団班長　中村秀樹
　第五分団団員　原充正
　第六分団団員　工藤修
　第七分団団員　堀川澪
　第八分団団員　野田始
　第九分団団員　袖村静香

○団長表彰
「感謝状」令和３年退団者
元田子町消防団
　団付分団長　田川和彦（42年０月）
　副分団長　　澤口浩（35年７月）
　副分団長　　上平正衛（26年０月）
　部　　長　　山崎喜章（33年０月）
　部　　長　　山蔭哲也（27年０月）
　団　　員　　小笠原正仁（19年６月）

「優良分団表彰」
　田子町消防団　第８分団　規律厳正平素の成績特に優秀

令和４年田子町消防団出初式令和４年田子町消防団出初式

　校章の決定

　本校の校章は、田子町出身の画家で
ある宇藤義一先生が考案されました。
地色は明るい紺色、図柄は「高」の文
字を左右から「ナナカマド」で囲んで
います。学校前の通りにはナナカマド
が植えてあります。画伯の指示は、実
は「赤」、葉は「緑」というものでし
た。現在、地色に紺を配しているのは

「校旗」と体育館の「演台」に付いて

いる校章ですが、実や葉の色は金色と
銀色です。校内に当時のデザイン画な
どは見当たらなく、残念に思っていま
す。宇藤画伯は大正14年生まれですの
で、戦前に高校時代を過ごしたと思わ
れます。日大芸術学部洋画科卒（昭和
32年）で、田子町の名誉町民です（2010
年ご逝去）。画伯の絵は校長室に「梓
川より西穂高岳」、生徒玄関に「夢幻

（セコピア城）」が展示されています。
私たちは毎朝画伯の大きな絵に出迎え
られています。

体育館の演台の校章
地色が明るい紺、「高」の
文字は金色、ナナカマドは
銀色です

学校の印刷物
などに使って
いる校章
白黒です

体育館のステージ上の横幕
「高」の文字は金色、ナナ

カマドは銀色です（後援会
より寄贈）

校旗
明るい紺地、金糸と
銀糸の刺繍です

文責　青森県立田子高等学校 校長 小野淳美

「田子高校の軌跡」　No.5


